



An Example of Folktale Texts in the Taketomi Dialect: 
From "The Beginning of Shipbuilding" of the Ir  -Setsuden
 (a Ryukyu Kingdom book of folktales)
西　岡　　　敏　


















































　　　　　例：［  u 
～
    ］　シュー～ 　［肝］　　　［  ukuz  ki-   ］　フクザキイ
～
 　 ［福崎に］
　曖昧母音（シュヴァー）の ［    ］は（崎山氏は「濁ったア」と表現）、カナ表記で
は、そのままのア段で書くこととし、 広めの ［  a  ］ は、小文字の「ァ」をア段の文
字直後に添えることとする。
　　　　　例：［  p  i  ］　 パイ　 ［灰］　　　［pai］　パァイ　 ［鍬］
４．『遺老説伝』「造船の始」（資料）
００１　往古の時、八重山武富島に、一兄一妹有り。
muk   i，ja 
～
    -nu　te  du  -  im  -na  ， itui-nu　  i z  -tu， itui-nu　miduna-nu 




［語釈］muk   i（２）　ムカシ　昔。 
　　　　ja 
～
  （０）　ヤァー～ 　八重山。
　　　　-nu　ヌ　～の。格助詞。連体格。
　　　　te  du  （２）　テードゥン　竹富。
　　　 　 im  （２）　シマ　島。　te  du  -  im  （２）テードゥンシマ　竹富島。
　　　　-na 　ナァー　～に。格助詞。存在の場所を表す。
　　　 　 itui（２）　ヒトゥイ　一人。




　　　　butt  （０）　ブッタ　いた。動詞 bu  （０）ブン（不規則類）の過去形。
　　　　-tu　～だって。～だそうだ。終助詞。伝聞を表す。
００２　兄は名を島仲と曰ひ、年甫めて七歳、














ututu-nu　na  -j 　 p  re  i-ti　i  i，tu  i-j  　i  i i-dett  -tu．
ウトゥトゥヌ　ナァーヤ　アパレシティ　イジ、トゥシヤ　イチチデッタトゥ。
妹の名はアパレシと言い、年は五つだったそうだ。
［語釈］n  n   i（２）　ナナチ　七つ。
　　　　  p  re  i（２）　アパレシ　女の人名。「あはれ」と同根で美人の意を持つ。
　　　　i  i i（２）　イチチ　五つ。
　　　　-dett  　デッタ　～であった。「duドゥ＋  tt アッタ」の縮約した形。
００４　一日、其の兄、小妹を携へ、福崎に往きて遊ぶ。






［語釈］ ru-b   u（２）　アルバシュ　あるとき。
　　　　unu（０）　その。
　　　　sa  ri（０）　サァーリ　連れて。動詞 sa  ru  （０） サァールン（Ⅰ類ラ行）の連
用形。
－５－
　　　　  ukuz  ki（２）　（地名）福崎。竹富島の南方にある海岸地名。この地域は、現





　　　　h  ri（２）　ハリ　行って。動詞 h  ru  （２）ハルン（Ⅰ類ラ行）の連用形。
　　　　  subi（０）　アスビ　遊んで。動詞 subu  （０）アスブン（Ⅰ類バ行）の連用形。
　　　　-bi  ti　ビーティ　～していて。動詞連用形に付く。bi  ti は、もとは「座る」
の意をもつ動詞 bi  ru  （０）ビールン（Ⅱ類バ行）の「～して」の形。
００５　忽ち一物の海に浮びて来るを見る。
nottinne  n  　tu  -ju　mi-kk   i，no  de  g  r  -nu　munu-nu　tum  i-na   hoiri，




［語釈］nottinne  n   （２）　ノッティンネーナ　何ということもなく。何となく。何気
なく。no  -ti-  -ne  n （ノー＋ティ＋ン＋ネーナ、何＋と＋も＋無く）。
　　　　tu  （０）　トゥー　沖。渡。
　　　　mi（２）　ミ　見て。動詞miru  （２）ミルン（Ⅱ類マ行）の連用形。
　　　　-kk   i　～ッカシ　～すると。～したら。動詞連用形に付く。




　　　　hoiri（０）　ホイリ　浮かぶ。動詞 hoiru  （０）ホイルン（Ⅰ類ラ行）の連用形。
　　　　na  ri（２）　ナァーリ。流れて。動詞 na  riru   （２）ナァーリルン（Ⅱ類ラ行）
の連用形。





　　　　mi  （２）　ミー　見た。動詞miru  （２）ミルン（Ⅱ類マ行）の連用形。ここで
は、過去の意味で言い切りを表す。
００ ６　影形、半輪月の如し。
unu　k  t   i-j  　kki-ju　h  mbu   e  ru　jo 
～
     i-nu　munu．
ウヌ　カタチヤ　ッキヌ　ハンブン　シェール　ヨー～ シヌ　ムヌ。
その形は月を半分にしたようなものだった。
［語釈］k  t   i（０）　カタチ　形。
　　　　kki（２）　ッキ　月。 i。 ki（ヒキ）とも言う。
　　　　h  mbu （２）　ハンブン　半分。




     i（２）　ヨー～ シ　（～の）ようで。（～の）ように。jo   i（２）ヨーシという鼻
母音でない発音も可。
００７　島仲、大いに怪とし、而して之を撈収す。
  idubu  i-j  　de   i-nu　mi  ir    -tti　umui，uri-ju　turi　mi  ．
シドゥブジヤ　デージヌ　ミジラシャッティ　ウムイ、ウリユ　トゥリ　ミー。
シドゥブジはたいへん奇怪なことだと思って、それを手に取ってみた。
［語釈］de   i-nu（２）　デージヌ　たいへんな。de   i-n  （２）デージナとも言う。
　　　　mi  ir    （２）　ミジラシャ　珍しさ。珍しいことだ。奇怪なことだ。形容詞
の語幹。
　　　　umui（２）　ウムイ　思って。動詞 umu   （２）ウムーン（Ⅰ類ア行）の連用形。
　　　　uri（０）　ウリ　それ。










    nu（２）　アー～ ヌ　ああ。なんとまあ。感動詞。
　　　　mi  ir    ri（２）　ミジラシャリ　珍しいことだ。形容詞。余韻を残す言い方。
　　　　ti （０）　ティン　天。
　　　 　 ikima   i（０）　ヒキマァーシ　引き合わせ。（天の）思し召し。
　　　　-kk  ja  　ッカヤァー　～かなあ。終助詞。疑問を示す。
００９　即ち斧斤を以て山に入り、木を伐り、其の制を傚習して、始めて以て船を造る。
bu  nu-ju　mu  i，j  m  - pe  ri，ki  -ju　to   i，tum  i-h  r  　mu  i　ke  ru
munu-nu　jo 
～
     i，h   i 
～







　　　　mu  i（２）　ムチ　持って。動詞mutsu （２）ムツン（Ⅰ類タ行）の連用形。
　　　　j  m  （２）　ヤマ　山。
　　　　pe  ri（２）　ペーリ　入って。動詞 pe  ru  （２）ペールン（Ⅰ類ラ行）の連用形。
　　　　ki  （２）　キー　木。
　　　　to   i（２）　トーシ　倒して。動詞 to  su  （２）トースン（Ⅰ類サ行）の連用形。
　　　　-h  r 　ハラ　から。格助詞。起点格（奪格）を表す。
　　　　ke  ru（２）　ケール　動詞 ku  （０）クン（不規則類）のシテアル形の連体形。
　　　　h   i 
～
    ti（０）　ハジー～ ティ　初めて。
　　　 　 uni（２）　フニ　船。
　　　　kkuri（２）　ックリ　造った。動詞 kkuru  （２）ックルン（Ⅰ類ラ行）の連用形。
ここでは、言い切りで過去の意味を表す。語頭音は無声化音の［  i。 ］でも可。
０１０　時に小妹、饋  して来る。島仲曰く、






［語釈］unu-b   u（０）　ウヌバシュ　そのとき。b   u（２）バシュは、もと「場所」の意。
　　　　i  （２）　イー　飯。御飯。
　　　　kutt  ru（２）　クッタル　来た。動詞 ku  （０）クン（不規則類）の過去形の連
体形。
０１１　願はくは、汝早く成長し、霊神汝が身に托すれば、而ち船号を請乞せんものをと。
do  dinn  ，wa  -j  　h  is   u   itu　n  ri，  k    itu　n  ri，  uni-nu　na  -ju　to 
～
    r  ri 




［語釈］do  dinn  （２）　ドーディンナ　どうか。お願いだから。
　　　　wa  （０）　ワァー　お前。２人称単数。
　　　　h  is  （２）　ハイサ　早く。副詞とも形容詞連用形とも解釈できる。
　　　 　 u   itu（２）　フーヒトゥ　大人。ここでは「大人」の意だが、「（体の）大き
な人」の意になることもある。「人」は itu（０）ヒトゥ。
　　　　n  ri（２）　ナリ　なって。動詞 n  ru  （２）ナルン（Ⅰ類ラ行）の連用形。
　　　　k    itu（２）　カンヒトゥ　神人。カミンチュ。「神」は k   （２）カン。
　　　　to 
～
    r  ri（２）　トー～ リ　いただいて。動詞to 
～
    r  riru （２）トー～ ラリルン（Ⅱ類ラ
行）の連用形。
　　　　pi  re  （０）　ピーレー　くれよ。動詞 pi  ru  （０）ピールン（Ⅱ類ラ行）の命令形。
０１２　言未だ畢らざるに、果して神小妹に托し、
i  u-tumma   i，ututu-j  　k    itu　n  rutt  -tu．
イジュトゥンマァーシ、ウトゥトゥヤ　カンヒトゥ　ナルッタトゥ。
言うやいなや、妹は神人になったそうだ。
［語釈］-tumma   i　トゥンマァーシ　～するやいなや。～するとすぐに。動詞の連
体形に付く。
　　　　n  rutt  （２）　ナルッタ　なった。動詞n  ru  （２）ナルン（Ⅰ類ラ行）の過去形。
－９－
０１３　託宣して曰く、兄造る所の船、牢実堅固にして、
k  mi-s  
～
    -j  ，"  i z  -nu　kkure  ru　  uni-j  　de   i-n  　g  n  u  -g  n  u  -  i




［語釈］k  mi-s  
～
  （２）　カミサー～ 　神様。
　　　　kkure  ru（２）　ックレール　造った。造ってある。動詞 kkuru  （２）ックルン
（Ⅰ類ラ行）のシテアル形の連体形。
　　　　de   i-n  （２）　デージナ　たいへん。非常に。
　　　　g  n  u  -g  n  u  -  i（２）　ガンジューガンジューシ　とても強固に。g  n  u
（２）ガンジュの繰り返し形。g  n  u（２）ガンジュは、「健康」の意で多く使
われる。g  n  u-  i　o  ri（ガンジュシ　オーリ、健康でいらっしゃる）。
　　　　kkur  ri  （２）　ックラリー　造られている。動詞 kkuru  （２）ックルン（Ⅰ類
ラ行）の受身形の連用形。ここでは、状態・継続の意味で言い切りを表す。
０１４　誠に海を渉るに堪ふ。
uri-j  tta  　tu  -  　h  r  riru  ．
ウリヤッタァー　トゥーン　ハラリルン。
それであれば海も渡ることができる。
［語釈］uri-j  tta  （０）　ウリヤッタァー　そうであれば。
　　　　h  r  riru  （２）　ハラリルン　行ける。渡れる。動詞h  ru  （２）ハルン（Ⅰ類ラ
行）の可能形の終止形。
０１５　今船号を賜ひ、五包七包と曰ふと。
unu　 uni-nu　na  -ju　gu-ku  -n  n  -ku  "-ti　i  o  ri，unu　na  -ju　to 
～








　　　　i  o  ri（０）　イジョーリ　おっしゃって。動詞 izu  （０）イズン（Ⅰ類ザ行）の
連用形に、尊敬の助動詞 o  ru オールンの連用形が付いた形。
　　　　to 
～
    r  ritt  （２）　トー～ ラリッタ　いただいた。動詞 to 
～
    r  riru  （２）トー～ ラリル
ン（Ⅱ類ラ行）の過去形。
０１６　或る時島仲、此の舟を海浜に泛べ、以て娯楽を為す。






［語釈］-na    ナァーイ
～
 　～のところに。行われる場所を示す。
　　　　ur   i（２）　ウラシ　下ろして。動詞 ur  su  （２）ウラスン（Ⅰ類サ行）の連用
形。
０１７　想らずも波に随ひ風に任せて黒島に漂至す。
     -kk   i　n  mi-nu　ki  ，k   i-nu　  uki，pu   
～
    -m  di　na  s  ri　h  ri．
ッシャンッカシ　ナミヌ　キー、カジヌ　フキ、プチャー～ マディ　ナァーサリ　ハリ。
知らないうちに波が来て、風が吹き、黒島まで流されていった。
［語釈］     -kk   i（０）　ッシャンッカシ　知らないうちに。   nu（０）ッシャヌは「知
らない」で、  u （０）ッシュン（Ⅰ類シャ行）の否定形。
　　　　n  mi（０）　ナミ　波。
　　　　ki  （２）　キー　来て。動詞 ku  （２）クン（不規則類）の連用形。
　　 　　  uki（２）　フキ　吹いて。動詞 uku  （２）フクン（Ⅰ類 カ行 ）の連用形。
　　（注１）
　　　　pu   
～
    （２）　プチャー
～ 　黒島。
　　　　-m  di　マディ　～まで。副助詞。到達点を表す。
　　　　na  s  ri（２）　ナァーサリ　流されて。動詞na  su  （２）ナァースン（Ⅰ類サ行）
の受身形の連用形。




pu   
～
    -nu　  itu-j  　unu　  uni-nu　ma 
～
     　  i uni-ju　kkuri，unu　  uni-na 









    （０）　マァー～ イ
～
 　真似。
　　　　  i （０）　シー　して。動詞 su  （０）スン（不規則類）の連用形。





　　　　kutt  （２）　クッタ　来た。動詞 ku  （２）クン（不規則類）の過去形。
０１９　島仲之れを見て曰く、何ぞ我が船と相似たるやと。
  idubu  i-j  　uri-ju　mitti，no  ttidu　ba   kkutt  ru　  uni-ttu　ni  ru 
～
    nu-nu　









　　　　ba  （２）　バァー　私が。b  nuju（２）バヌユ（私を）。b  nu （２）バヌン（私
に）。b  nn  （２）バンナ（私は）。ba  nu 
～
  nu バァーヌー～ ヌ（私のもの）。
　　　　kkutt  ru（２）　ックッタル　造った。動詞kkuru  （２）ックルン（Ⅰ類ラ行）の
－１２－
過去形の連体形。
　　　　ni  ru 
～
  nu（０）　ニールー～ ヌ　似ているもの。動詞 ni  ru  （０）ニールン（Ⅰ類
ラ行）の連体形と名詞munuムヌ（物）が合わさった形。
　　　　  ru（２）　アル　有る。動詞  （２）アン（不規則類）の連体形。
０２０　遂に造船の  情を問ひ、以て我が船に倣ひて製造せるを知る。
unu　  uni-nu　kkuri-k  t -ju　tui-  iki　mitta  ，ba   uni-nu　ma 
～
   　  i -du　 






［語釈］kkuri-k  t  （２）　ックリカタ　作り方。




　　　　   i （０）　ッシー　知った。  u  （０）ッシュン（Ⅰ類シャ行）の連用形。ここ
では、過去の意味で言い切りを表す。
０２１　往時の時は、必ず船を武富邑に造る。






［語釈］uri-j  ritti-du（０）　ウリヤリッティドゥ　そんなわけだから。j  ritti-du（０）ヤ
リッティドゥ、j  ritti（０）ヤリッティも同様の意で使用可。
　　　　k  n  r   i（２）　カナラジ　必ず。強調して k  na  r   i（２）カナァーラジとな
る場合もある。
　　　　-du　ドゥ　こそ。ぞ。係助詞。




uri-h  r 　ju  -nu　ka  ri，in   i-na   -du　  uni-j  　kkuru　jo 
～








［語釈］uri-h  r  （０）　ウリハラ　それから。
　　　　ju  （０）　ユー　世。世の中。
　　　　ka  ri（０）　カァーリ　変わって。動詞 ka  ru  （０）カァールン（Ⅰ類ラ行）の
連用形。
　　　　in   i（０）　イナシ　石垣。石垣島。地名。
　　　　kkuru（２）　ックル　造る。動詞 kkuru  （２）ックルン（Ⅰ類ラ行）の連体形。
　　　　jo 
～
   （２）　ヨー～ イ
～












を設定する必要が出てきた。その２語とは、０１７の uku  （２）フクン（吹く）と０２０の tui-  iku    （０）トゥイヒクン（問
い聞く）である。このうち、フクン（吹く）については、k音の脱落に関して興味深い現象が見られる。「風が吹い
た」は、 k   i-nu  uki（カジヌ　フキ）と k   i-nu  ui（カジヌ　フイ）の双方が、若干のニュアンスの違いと
ともに許されるのに対して、「煙草を吹く（吸う）」の場合は、t  bu-ju  uki（タブユ　フキ）のみ許され、t  bu-ju 
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